
３年 特別の教科道徳  

「あの子だから」（１時間扱い） 
                     授業者 阿保 裕也 

 

1. 道徳教育の目標・特別の教科道徳の目標・（本学習の内容項目に対応した）学年段階における目標・本学

習の目標・育成を目指す資質・能力を踏まえた単元の評価規準 

特
別
の
教
科
道
徳
の
目
標 

第１章総則の第１の２の(2)に示す道徳教育の目標に基づき，よりよく生きる ための基盤となる道徳性

を養うため，道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，自己の

生き方についての考えを深める学習を通して，道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。 

特別の教科道徳の見方・考え方 

様々な事象を，道徳的諸価値の理解をもとに自己との関わりで多面的・多角的に捉え，自己の生き方について考えること。  

 人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を家庭，学校，その他社会における具体的な生活の中に生かし，豊かな心を

もち，伝統と文化を尊重し，それらを育んできた我が国と郷土を愛し，個性豊かな文化の創造を図るとともに，平和で

民主的な国家及び社会の形成者として，公共の精神を尊び，社会及び国家の発展に努め，他国を尊重し，国際社会の平

和と発展や環境の保全に貢献し未来を拓く主体性のある日本人の育成に資することとなるよう特に留意すること。 

中
学
年
段
階 

本時の内容項目 

C 公正，公平，社会正義  

［規則の尊重］ 

約束や社会のきまりの意義を理解し，それらを守ること。 

［公正，公平，社会正義］ 

誰に対しても分け隔てをせず，公正，公平な態度で接すること。 

［勤労，公共の精神］ 

働くことの大切さを知り，進んでみんなのために働くこと。 

［家族愛，家庭生活の充実］ 

父母，祖父母を敬愛し，家族みんなで協力し合って楽しい家庭をつくること。 

［よりよい学校生活，集団生活の充実］ 

先生や学校の人々を敬愛し，みんなで協力し合って楽しい学級や学校をつくること。 

［伝統と文化の尊重，国や郷土を愛する態度］ 

我が国や郷土の伝統と文化を大切にし，国や郷土を愛する心をもつこと。 

［国際理解，国際親善］ 

他国の人々や文化に親しみ，関心をもつこと。 

本
学
習
の
ね
ら
い 

 登場人物の言動や心情，これからの生き方ついて考え，話し合うことを通して，分け隔てなく関わ

ることの難しさや大切さに気付き，これからの生活で活かし，よりよく生きようとする心情を育む。 

・誰に対しても分け隔てせず接することの難しさや大切さに気付いている。 

・話し合いを通して，誰に対しても分け隔てせずに生活する態度について多面的・多角的なもの

の見方で考えようとしている。 

・誰に対しても分け隔てせず接することの大切さに気付き，これからの生活に活かし，よりよく

生きようとしている。 

 

≪本時の内容項目について≫  

 本時で取り上げる道徳的価値（内容項目）は新学習指導要領で新しく追加された C「公正，公平，社会
正義」であり，第３学年及び第４学年では，「誰に対して分け隔てをせず，公正，公平な態度で接するこ
と。」となっている。各学年段階は以下のようになっている。 
  
 

2. 研究との関わり 

【第３学年及び第４学年】 

誰に対して分け隔てを

せず，公正，公平な態

度で接すること。 

【第１学年及び第２学年】 

自分の好き嫌いにとらわれ 

ないで接すること。 

【第５学年及び第６学年】 

誰に対しても差別をするこ

とや偏見をもつことなく，

公正，公平な態度で接し，

正義の実現に努めること。 

中学校 

正義と公正さを重んじ，誰に

対しても公平に接し，差別や

偏見のない 社会の実現に努

めること。  

 



(1) 資質・能力を支える「学びの文脈」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 「主体的・対話的で深い学び」を保障する手立て 

 

○ 手立て 1   

 

 子供が課題を解決していく必要感や必然性を感じながら，課題を追究していくことができる

よう，課題作りや発問の工夫を行う。 

 学習の中で子供たちの対話の中で生まれた問いを学習の課題として設定したり，発問として

投げかけたりすることで，主体的に学習に臨むことができると考える。 

 

 

生活科 

 身近な人々，社会及び自然を自分との関わりで捉

え，自分自身や自分の生活について考え，表現でき

るようにする。 

総合的の学習の時間 

 実社会や実生活の中で問いを見いだ

し，自分で課題を立て，情報を集め，整

理・分析して，まとめ・表現することが

できるようにする。 

特別な教科 道徳 

相互理解   関わる力  

 合意形成 問題を見出す力 

多面的・多角的に考える力 

特別な教科 道徳において育成を目指す力 

・ 道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめなおす力 

・ 道徳的諸価値について，多面的・多角的に捉える力 

・ 相互理解の基づいた，関わり方や合意形成を図ることができる力 

・ 日常生活で起こる人との関りやできごとの問題点を見出す力 

本学習における「資質・能力」を身に付けた子供の姿（例） 

・ 誰に対しても分け隔てせず接することの難しさや大切さについて述べようとしている。 

・ 誰に対しても分け隔てせず接することの大切さに気付き，これからの生活に活かそうとしている。 

・ 友達の考えを聞き，自分の考えと比較・統合させ，分け隔てのない接し方について自分の思いを述べ

ようとしている。 

 

 

特別活動 

 集団や自己の生活，人間関係の課題を見いだし，解決す

るために話し合い，合意形成を図ったり，意思決定したり

することができるようにする。 

自分事として考えられる課題・発問の工夫  

資質･能力のつながり 

社会科（第 6学年思考力・判断力・表現力） 

 社会的事象の特色や相互の関連，意味を多角的に

考える力，社会に見られる課題を把握して，その解

決に向けて社会への関わり方を選択・判断する力，

考えたことや選択・判断したことを説明したり，そ

れらを基に議論したりする力を養う。 



 

○ 手立て 2 

  

主発問については，子供たちから出された複数の意見から自分の考えに近い立場を選択し，

黒板にネームプレートを貼ることで，視覚化を図り，自主的な対話を促す。立場を明確化させ

ることで，違う立場の意見を求めて意見の交流を活発化させる狙いがある。また，同じ立場で

も根拠が異なることもあり，意見の比較や関連付けも図りやすい。 

 

○ 手立て 3   

 

 学習の板書を写真に記録したものを配付したり，掲示したりし，関連する授業を行う際，こ

れまで学習を想起するために活用する。 

 ワークシートへの記入の時間を短縮し，対話の時間を確保するとともに，自分たちの考えが

まとめてある板書が手元にあることで自らの考えの変容を知ることができ，学習への意欲を高

め，主体的に学習に取り組むことができるよう支援する。 

 

3. 学習のグランドデザイン 

 

 

価
値
項
目 

C 公正，公平，社会正義 
「あの子だから」 
 
教材…ひとりぼっちのたかし 
  

開
始
期 

○ 以前学習した同内容項目の授業を想起
させる。 

 
課題の把握 
「学級のみんなとの関わり方について考え
よう。」 

 
 
○ 「ひとりぼっちのたかし」を読む。 

展
開
期 

○ 読んだ感想を交流しあい，内容を確認
する。 

○ 問題解決に向けて考え議論する。 
・自分の立場とその根拠をはっきりさせる。 
・意見の交流し，議論する。 
 
 
 

ま
と
め
期 

○ 振り返りをする。 
・登場人物に向けての一言を考える。 
 

立場の明確化で対話の活性化を図る 

効率的な授業の振り返りのための ICT を活用 

本時 

特別活動  

C 公正，公平，社会正義 

 

「いじめ０作戦」 
道徳 B 友情，信頼 

「みんなで一緒に」 

教材…同じ仲間だから 

５月 

７月 

９月 

１１月 

道徳 

C 公正，公平，社会正義 

「ちがいをうけとめて」 

教材…なんとなく 

立場の明確化で 

対話の活性化を図る 

自分事として考えられ

る課題・発問の工夫  

効率的な授業の振り返り 

のための ICT の活用 

７月 

行事 

C 公正，公平，社会正義 

読み聞かせ 

「小っちゃなサリーは 

みていたよ」 

道徳 

C 公正，公平，社会正義 

「誰に対しても」 

教材…こんな時どうす

る？ 

７月 

だれに対しても態度をかえ

ないで関わることができる。 

できる ２１ 

どちらかというとできる 12 

どちらかというとできていない２ 

できていない０ 



4. 本時案 

登場人物の言動や心情や，これからの生き方ついて考え，話し合うことを通して，分け隔てなく関わ
ることの難しさや大切さに気付き，これからの生活で活かし，よりよく生きようとする心情を育む。 

学習活動（○）と子どもの姿 教師の支援（☆）と評価（◇） 

◯ 以前学習した「こんな時どうする？」について想起する。 

 

 

 

課題を把握する。 

 

 

 

○「ひとりぼっちのたかし」を読む。 

☆ 以前学習した同内容項目の様子を

想起できるよう，板書の画像を提示

する。また，状況に応じて道徳ファ

イルを見るよう促す。  手立て３ 

☆ 必要感を感じながら，課題を追究

していくことができるよう，子供た

ちとの対話から課題設定を行う。                

手立て１ 

○ 読んだ感想を述べ合いながら，内容を確認する。 

 

 

 

○主「ぼくはまよっています。もし、自分がぼくだったらどう

しますか？」 

A【二人で食べる】   B【グループと食べる】 

 

 

 

 

 

        

C【みんなに立ち向かう】 

 

 

 

 

◯ このクラスでひとりぼっちができないようにするために

どんなことができるかを考える。 

 

 

 

 

 

◇ 話し合いを通して，誰に対しても

分け隔てせずに生活する態度につ

いて多面的・多角的なものの見方で

考えようとしている。    評価 

 

☆ 内容の読み違いがないよう，子供

たちと対話しながら内容を確認して

いく。また，登場人物の気持ちや問

題点を整理していく。 

 

☆ 子供たちから出された意見の中か

ら自分の考えに近い立場を選択し，

黒板にネームプレートを貼ること

で，視覚化を図り，自主的な対話を

促す。         手立て２ 

 

☆ 子供たちがそれぞれの考え方が比

較できるよう，構造的な板書を心掛

ける。 

 

 

○ 今日の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 誰に対しても分け隔てせず接す

ることの大切さに気付き，これから

の生活に活かし，よりよく生きよう

としている。        評価 

 

 

 

学級のみんなとの関わり方について考えよう。 

まわりに流されないでだめ

なことはしっかり言えるよう

にしていきたい。 

 かわいそうだし，二人で食べ

るよ。 

仲間の意見に流されない  みんなが一緒に（公平） 

 

たかしとひろしで態度

がちがうね。 

 最後にぼくはすごくなやん

でいるね。 

 

 人によって態度をかえると，

相手にいやな思いをさせたり

するんだったね。 

 いやなところがあっても，ひ

とりぼっちにするのはまちがっ

ている。わかってもらえるよう

にみんなと話すよ。 

 自分も仲間外れにされたく

はないよ。 

ひとりぼっちを作らないよう

にみんなで協力していきたい

な。 

 仲間外れはこわいけど,みんなで立ち向かえばわかって

もらえるよ。 

 周りで見ている人もいやな

気持ちになるし，いじめにつな

がったりするんだったね。 

 ひとりぼっちはかわいそ

う。でも，みんなの意見に反

対するには勇気がいるな。 

 ひとりぼっちにするのはまち

がっていると思う。ぼくは一緒

に食べるよ。 

 その人のよいところを見つけ

て，みんなですごせるようにし

ていこうよ。 

 その人だけ外したりしない

で，みんなで考えたり，行動で

きるようにしたいな。 

 ほかのグループに声をかけ

て，もっと仲間をふやしていく

よ。このままにしてはおけない

よ。 


